
集落での除染作業が始まります
昨年度策定された、会津坂下町除染実施計画により、今年度（平成25年度）から３年間
の予定で、集落での除染作業を開始します。
集落での除染作業を進めていくには、町民の皆さまの協力が不可欠です。
スムーズな除染の推進に向け、ご理解とご協力をお願いします。

8

３年間の予定はどうなっているの？

年度 平成25年 平成26年 平成27年
実施
地区

若宮、金上、
広瀬

坂下、八幡 川西、高寺

の予定で実施します。
これは、除染実施計画を策定する際に計測し

た、線量の測定結果をもとに決定しました。町
内で線量が高い地区から順次実施していく計画
です。
集落の除染って実際に何をするの？
皆さんがお住まいになっている集落の空間線

量を、年間 1 ミリシーベルト以下（毎時0.23マ
イクロシーベルト以下）にするため、宅地、道
路、水路などの空間放射線量を測定し、線量が
高いところを除染していきます。
住宅の敷地も除染するの？
個人の住宅の敷地も除染を実施します。ただ

し、実施するためには地権者の同意が必要とな
ります。ご理解とご協力をお願いします。
除染は誰が実施するの？
除染作業は、町が実施主体となり、町及び町

が委託した業者が実施します。
除染って実際に何をするの？
基本的には汚染されている物質の除去になり

ますが、場所によって除染の方法は変わってき
ます。実際に除染作業を実施する前には、地権
者の方と協議しながら進めていくことになりま
す。
家の屋根や壁はどうするの？
本町は、比較的線量が低い地域です。また、

原子力発電所の事故から約 2年が経過し、その
間の雨や雪などにより、屋根などの表面に付着
した放射性物質は雨どいなどの下に移動してい
ると考えられます。このことから、基本的には
建物の除染は実施しません。
もちろん、実際に放射線量を測定した結果、

基準を超える場合には、除染を実施します。

集落除染の進め方
集落説明会

集落ごとに除染に関する
説明会を実施します。

同意書のとりまとめ
地権者から、除染に関する同意をいただき
ます。

事前打合せ
放射線量の測定に関する日程等を決めさせ
ていただきます。

事前測定

敷地内の放射線量を測定します。

除染方法の決定
放射線量が基準を超える
ところがあった場合、そ
の除染方法について個別に協議します。

除染作業の実施
協議内容により除染
を実施します。発生
した土砂などは仮置
場に搬送し保管する
こととなりますが、
一時的に敷地内での保管をお願いする場合
がございます。

事後測定
除染を実施した場所の放射線量が低減され
ているか、再度線量を測定します。

結果のお知らせ
放射線量の測定結果、除染作業を実施した
場合はその結果を個別にお知らせします。

▼問い合わせ先
　放射能対策室　TEL 84-1527
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下水道（公共下水道・農業集落排水施設）
への接続をお願いします

会津坂下町では、生活環境の改善及び公共用水域の保全を図るため、公共下水道事業及び農業集落排
水施設整備事業、合併処理浄化槽設置整備事業を行っています。
公共下水道、農業集落排水施設の供用開始区域内にお住まいの皆さまは、下水道の役割をご理解いた
だき、早期の接続をお願いします。

公共下水道事業は、現在坂下東処理区及び坂下中央処理区の管渠整備を実施しております。
【坂下東処理区】
平成25年 4 月より新たに古坂下、桜木町の一部が供用開始となります。（図面参照）

【坂下中央処理区】
平成25年秋に一部供用開始を予定しております。

※供用開始区域や下水道で不明な点がありましたら、なんでも結構ですのでお問い合わせください。
※下水道への接続工事（排水設備工事）は、町指定店（建設業、設備工事店等）にご相談ください。指
定店以外は工事ができません。

【問い合わせ先　上下水道班　TEL 84-1531】



まちかどに歴史あり「中野竹子」のことvol.1

小
竹
会
の
佐
藤

順
子
さ
ん
と
山
口

金
子
さ
ん
に
中
野

竹
子
女
史
や
ご
家

族
、
小
竹
会
の
活

動
に
つ
い
て
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

佐
藤
…
「
八
重
の

桜
」
の
放
送
が
始

ま
っ
た
っ
け
が
今

ま
で
あ
ん
ま
り
関
心
の
な
か
っ
た
地
元
で
も
中

野
竹
子
の
こ
と
も
脚
光
が
浴
び
て
よ
か
っ
た
。

一
生
懸
命
Ｐ
Ｒ
す
ん
な
ん
ね
な
。

Ｑ
町
の
中
野
竹
子
女
史
顕
彰
の
気
運
は
い
つ
頃

か
ら
あ
っ
た
の
で
す
か
？

佐
藤
…
法
界
寺
の
宍
戸
和
尚
様
が
最
初
な
の
な

あ
。
私
が
子
供
の
こ
ろ
か
ら
中
野
竹
子
墓
前
祭

や
っ
て
ま
し
た
よ
。
私
が
小
学
校
の
時
、
墓
前

祭
に
行
っ
た
こ
と
あ
る
も
の
。
だ
か
ら
、
町
の

人
た
ち
は
竹
子
女
史
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
ず
っ

と
顕
彰
の
気
持
ち
が
あ
っ
た
と
思
う
。
称
え
る

会
と
か
祭
り
と
か
ず
っ
と
や
っ
て
た
ん
で
な
い

か
な
。

Ｑ
そ
れ
は
法
界
寺
が
中
心
に
な
っ
て
や
っ
て
た

ん
で
し
ょ
う
か
？

佐
藤
…
法
界
寺
は
も
ち
ろ
ん
だ
け
ど
、
町
の
有

志
が
や
っ
て
た
と
思
う
の
な
〜
。
今
わ
か
っ
て

ん
の
は
、
ほ
ら
橋
本
の
酒
屋
の
斎
藤
さ
ん
の
じ

い
ち
ゃ
ん
な
。（
塩
屋
さ
ん
で
す
か
？
）
そ
う

そ
う
、
そ
れ
に
う
ち
の
金
三
郎
じ
ん
ち
ゃ
も
や

っ
て
た
な
。

竹
子
の
お
墓
の
隣
に
高
い
塔
が
あ
ん
の
な
。

そ
れ
み
た
ら
、
裏
に
有
志
の
人
た
ち
の
名
前
が

か
い
て
あ
っ
て
そ
こ
に
こ
こ
の
お
じ
ん
ち
ゃ
の

名
前
も
あ
っ
た
な
。
だ
か
ら
、
戦
争
前
か
ら
祭

り
み
た
い
な
こ
と
や
っ
て
た
と
思
う
。

Ｑ
小
竹
会
が
で
き
た
の
は
？

山
口
…
小
竹
会
が
で
き
た
の
は
か
な
り
後
に
な

っ
て
か
ら
だ
よ
な
。

佐
藤
…
（
資
料
を
見
な
が
ら
）
あ
〜
。
昭
和
43

年
11
月
だ
わ
。
女
性
有
志
が
集
ま
っ
て
竹
子
女

史
の
忠
誠
を
称
え
る
た
め
小
竹
会
が
で
き
た
ん

だ
っ
て
。
母
体
は
地
区
の
婦
人
会
が
中
心
に
な

っ
て
結
成
し
た
の
な
。
墓
前
祭
の
と
き
は
、
婦

人
会
長
が
竹
子
の
追
悼
文
読
む
こ
と
に
な
っ
て

ん
の
。

　

広
田
さ
ん
が
ず
っ
と
会
長
や
っ
て
て
だ
い
ぶ

長
か
っ
た
の
な
。
い
つ
か
ら
私
や
っ
た
か
忘
れ

た
け
ど
二
代
目
が
私
な
の
。
町
民
の
人
た
ち
は

そ
の
ず
っ
と
前
か
ら
墓
前
で
拝
ん
で
い
た
の
な
。

Ｑ
会
長
は
佐
藤
さ
ん
が
二
代
目
で
そ
の
後
が
山

口
さ
ん
で
す
か
？

山
口
…
そ
う
な
の
私
が
三
代
目
な
の
。

Ｑ
法
界
寺
に
あ
る
薙
刀
や
書
な
ど
は
当
時
か
ら

伝
わ
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
？
妹
の
優
子
さ

ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
り
し
た
も
の
で
す
か
？

佐
藤
…
優
子
さ
ん
か
ら
で
は
な
い
と
思
う
。
や

っ
ぱ
り
法
界
寺
様
や
有
志
の
人
た
ち
が
集
め
た

も
の
だ
と
思
う
な
。

　

い
ろ
い
ろ
な
本
見
る
と
書
い
て
あ
る
こ
と
が

ま
ち
ま
ち
だ
け
ど
「
幕
末
・
会
津
藩
士
銘
々
伝
」

で
清
水
理
繪
さ
ん
が
竹
子
の
こ
と
書
い
て
ん
だ

け
ど
、
そ
れ
が
一
番
信
用
で
き
る
と
思
っ
て
い

る
。

　

書
く
前
に
、
私
と
山
口
さ
ん
で
い
ろ
い
ろ
案

内
し
て
調
べ
た
ん
だ
よ
。
竹
子
が
坂
下
の
何
処

に
い
た
か
っ
て
い
う
と
、
養
女
に
な
っ
た
赤
岡

大
輔
の
弟
の
玉
木
徳
五
郎
の
所
な
の
。
古
坂
下

の
桑
原
タ
イ
ヤ
屋
さ
ん
の
と
こ
ろ
な
ん
だ
け
ど
、

清
水
さ
ん
と
一
緒
に
桑
原
さ
ん
の
所
に
行
っ
た

時
、
竹
子
の
こ
と
は
聞
い
て
い
る
っ
て
言
っ
て

い
た
。
あ
そ
こ
は
私
が
子
供
の
こ
ろ
は
大
き
い

荒
物
屋
だ
っ
た
の
な
。

　

そ
こ
の
屋
敷
内
の
裏
の
方
に
徳
五
郎
と
竹
子

は
住
ん
で
い
て
沐
浴
の
時
、
覗
か
れ
た
こ
と
な

ん
か
あ
っ
た
ん
だ
っ
て
。
そ
こ
か
ら
御
池
田
の

山
ノ
内
家
に
も
時
々
出
入
り
し
て
た
の
。
山
ノ

内
家
の
今
の
婆
ち
ゃ
ん
は
私
と
同
級
な
ん
だ
け

ど
「
時
々
来
て
い
た
」
と
聞
い
て
い
る
と
言
っ

て
い
た
。
山
ノ
内
家
に
は
竹
子
の
書
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
何
点
か
を
白
虎
隊
記
念
館
に
寄
付
し

て
ん
の
。

　

山
ノ
内
家
は
旧
家
だ
っ
た
ん
だ
。
白
虎
隊
記

念
館
の
早
川
館
長
は
い
つ
行
っ
て
も
山
ノ
内
家

の
こ
と
を
よ
く
言
っ
て
い
る
し
、
み
ん
な
元
気

か
よ
。
な
ん
て
気
に
か
け
て
い
る
ん
だ
よ
。
竹

子
は
信
心
深
い
人
で
山
ノ
内
家
に
は
竹
子
が
置

い
て
行
っ
た
5
〜
6
㎝
く
ら
い
の
仏
像
が
仏
壇

に
あ
ん
だ
よ
。

Ｑ
竹
子
の
家
族
の
事
は
何
か
わ
か
り
ま
す
か
？

佐
藤
…
竹
子
の
お
父
さ
ん
の
こ
と
だ
け
ど
、
実

家
は
ど
こ
だ
っ
た
か
わ
か
ん
な
い
け
ど
、
お
父

さ
ん
の
親
戚
が
柳
津
の
滝
谷
に
あ
っ
た
の
な
。

田
崎
っ
て
言
う
お
家
。
竹
子
だ
の
優
子
だ
の

時
々
行
っ
て
た
っ
て
書
い
て
あ
ん
の
な
。
田
崎

家
に
は
棒
術
の
棒
と
か
書
と
か
遺
品
残
っ
て
る

っ
て
。

　

私
、
た
ま
た
ま
弟
と
滝
谷
に
行
っ
た
時
、
田

崎
家
に
寄
っ
て
み
た
ん
だ
け
ど
今
は
み
ん
な
亡

く
な
ら
れ
て
親
戚
の
方
が
住
ん
で
ら
っ
た
。
で

も
留
守
で
あ
わ
ん
に
が
っ
た
の
。
私
が
会
長
の

時
、
墓
前
祭
に
田
崎
家
の
人
が
来
ら
っ
た
こ
と

あ
ん
の
。

　

そ
し
て
お
母
さ
ん
こ
う
子
さ
ん
の
実
家
は
栃

木
県
益
子
町
に
あ
ん
の
な
。
そ
こ
の
士
族
の
家

な
の
、
そ
こ
の
子
孫
の
人
も
私
会
長
の
こ
ろ
は

墓
前
祭
に
来
て
ら
っ
た
。
生お
い

沼ぬ
ま
家け

？

生
沼
昇
さ
ん
だ
っ
た
と
思
う
。
も
う
亡
く
な

ら
っ
た
べ
な
。

そ
し
て
、
優
子
の
ひ
孫
に
な
る
人
が
天
理
市

に
住
ん
で
ら
ん
の
。
こ
れ
は
実
際
の
子
孫
だ
か

ら
な
。
高こ
う

蘭ら
ん
子こ

さ
ん
て
言
わ
ん
の
。
今
年
、
墓

前
祭
に
来
る
こ
と
に
な
っ
て
ん
の
な
。

こ
の
人
は
歌
人
な
の
。
写
真
あ
っ
た
な
…
。

美
人
で
歌
人
で
頭
の
い
い
人
だ
な
。「
八
重
の

桜
」
が
放
送
さ
れ
て
っ
時
に
宣
伝
し
た
方
が
い

い
な
と
思
っ
て
手
紙
出
し
た
の
な
。
そ
し
た
ら
、

返
事
が
帰
っ
て
き
た
の
。
短
歌
の
新
聞
か
ら
高

蘭
子
さ
ん
の
住
所
が
わ
か
っ
て
手
紙
出
し
た
の
。

 

５
月
号
に
続
く　

聞
き
書
き
取
材
ノ
ー
ト

佐藤順子さんと山口金子さん

山ノ内家から白虎隊
記念館に寄贈された
中野竹子の書
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町史編さんだより

明
治
・
大
正
期
の

女
子
教
育

『
会
津
坂
下
町
史　

第
六
巻　

資
料
編
Ⅲ

近
代
・
現
代（
上
）学
校
文
書
』よ
り

若
宮
小
学
校
･
中
学
校（
発
売
中
）

日
本
を
代
表
す
る
陶
芸
家
、
板
谷
波
山
の
妻

板
谷
ま
る 

（
会
津
坂
下
町
出
身　

旧
姓
鈴
木
、

一
八
七
〇
〜
一
九
五
八
）
は
、
明
治
二
十
六
年

（
一
八
九
三
）、
会
津
若
松
に
「
会
津
女
子
職
業

学
校
」（
会
津
女
学
校
と
共
に
現
葵
高
等
学
校

の
前
身
）
を
創
立
し
、
主
任
教
諭
と
し
て
、
小

学
校
を
卒
業
し
た
女
子
に
裁
縫
と
手
芸
を
教
え

て
い
る
。
こ
れ
は
、
ま
る
が
社
会
福
祉
事
業
家

の
瓜
生
岩
子
（
喜
多
方
市
出
身
一
八
二
九
〜
一

八
九
七
）
の
奉
仕
活
動
を
手
伝
う
中
で
、
岩
子

か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。

一
方
、
当
時
の
喜
多
方
町
で
は
既
に
明
治
二

十
一
年
（
一
八
八
八
）、
小
学
校
高
等
科
を
卒

業
し
た
女
子
の
た
め
に
裁
縫
を
教
え
る
高
等
補

習
科
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
当
町
に
裁
縫
教
育

の
た
め
の
「
坂
下
町
立
精
華
女
子
補
修
学
校
」

が
小
学
校
に
付
設
さ
れ
る
の
は
、
大
正
三
年

（
一
九
一
四
）
の
こ
と
で
あ
る
。

当
町
で
も
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
以
来
、

学
校
教
育
の
中
に
裁
縫
を
教
科
と
し
て
推
進
し

て
い
た
が
、
実
情
は
、
音
楽
教
室
と
の
兼
用
や

裁
縫
用
板
の
不
足
な
ど
で
、
個
人
宅
で
の
習
い

事
に
留
ま
っ
て
い
た
。
明
治
二
十
年
（
一
八
八

七
）
に
坂
下
小
学
校
で
開
催
さ
れ
た
「
幻
燈
会
」

に
お
い
て
も
、
校
長
は
女
子
教
育
が
進
歩
し
て

い
な
い
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

こ
の
幻
燈
会
は
全
国
で
行
わ
れ
て
お
り
、
ス

ラ
イ
ド
映
写
機
で
絵
を
写
し
出
し
な
が
ら
、
教

育
の
必
要
性
を
語
り
聞
か
せ
る
集
会
で
あ
っ
た
。

娯
楽
も
兼
ね
て
お
り
大
勢
の
人
々
が
集
ま
っ
て

い
る
。
人
々
は
「
教
育
」
に
つ
い
て
感
じ
る
と

こ
ろ
が
あ
る
も
の
の
、
大
き
な
動
き
に
は
な
ら

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
国
は
明
治

二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
女
子
の
就
学
促
進

の
た
め
、
小
学
校
に
裁
縫
科
を
奨
励
す
る
こ
と

と
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
就
学
促
進
に
裁
縫
な
の
か

の
理
由
と
し
て
は
、
日
常
生
活
に
必
要
な
裁
縫

を
教
科
に
す
る
こ
と
で
、
保
護
者
へ
の
説
得
が

し
や
す
く
な
る
と
の
配
慮
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

背
景
に
は
、
江
戸
時
代
末
期
の
一
八
六
〇
年
に

日
米
修
好
通
商
条
約
の
確
認
書
を
手
渡
す
た
め
、

勝
海
舟
一
行
が
米
国
を
訪
問
し
た
時
の
体
験
が

あ
っ
た
ろ
う
。
米
国
社
会
を
「
見
物
」
し
な
が

ら
、
日
本
人
の
心
を
捉
え
た
の
は
、
女
性
が
大

切
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
（
玉
虫

佐
太
夫
「
航
米
日
録
よ
り
」）。
明
治
四
年
（
一

八
七
一
）
に
欧
米
使
節
団
を
派
遣
し
て
先
進
国

の
実
情
を
「
調
査
」
す
る
段
に
な
る
と
、
女
性

を
含
む
四
十
三
名
の
留
学
生
を
同
行
さ
せ
て
い

る
。
こ
の
後
、
日
本

は
米
国
式
の
公
立

小
・
中
学
校
制
度
を

採
用
す
る
。
裁
縫
教

育
を
呼
び
水
と
し

て
、
全
体
の
識
字
率

を
向
上
さ
せ
、
広
く

興
業
を
活
発
に
し
て

国
を
富
ま
せ
、
そ
れ

で
軍
備
を
整
え
る
。

ま
た
、
機
能
性
に
優

れ
た
洋
服
も
取
り
入
れ
る
。
そ
し
て
、
先
進
国

の
仲
間
入
り
を
し
、
対
等
な
外
交
を
展
開
す
る
。

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
に
描
か
れ
た
浮

世
絵
『
貴
女
裁
縫
之
図
』
に
は
、
ド
レ
ス
風
の

仕
事
着
で
洋
服
を
仕
立
て
る
六
人
の
女
性
が
描

か
れ
、
一
人
は
ミ
シ
ン
を
使
っ
て
い
る
。
ミ
シ

ン
は
今
の
パ
ソ
コ
ン
に
匹
敵
し
た
。
読
み
書
き

計
算
の
外
、
裁
縫
が
で
き
、
ミ
シ
ン
を
操
れ
る

豊
富
な
人
材
は
、
国
力
の
基
に
な
る
。
明
治
末

か
ら
大
正
に
か
け
て
の
繊
維
工
業
の
比
類
な
い

発
達
は
、
平
均
年
齢
十
七
歳
の
女
性
達
に
支
え

ら
れ
て
い
た
。

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
の
当
町
で
は
、「
坂

下
実
科
高
等
女
学

校
」
が
小
学
校
に

付
設
さ
れ
る
。
こ

の
女
学
校
は
、
小

学
校
高
等
科
の
女

子
を
編
入
し
、
正

課
の
外
、
裁
縫
・

手
芸
を
教
え
た
。

当
時
の
小
学
校
の

児
童
は
、
男
三
百
五
十
七
人
、
女
三
百
二
十
六

人
の
計
六
百
八
十
三
人
で
、
就
学
率
は
百
％
に

近
か
っ
た
（
当
時
各
地
区
と
も
同
率
で
あ
る
）。

こ
こ
を
卒
業
し
た
女
子
の
進
路
は
不
明
だ
が
、

織
物
業
を
営
む
町
内
最
大
の
「
吉
川
機
業
工

場
」
に
勤
め
た
者
も
い
た
だ
ろ
う
。
大
正
二
十

年
（
一
九
二
〇
）
の
同
工
場
に
は
、
十
九
名
の

女
性
が
働
き
、
そ
の
内
十
五
名
は
十
五
歳
以
上

二
十
歳
未
満
で
あ
っ
た
。
因
み
に
、
当
時
の
就

業
時
間
は
約
十
時
間
が
普
通
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に

茂
原
次
郎
が
創
立
し
た
「
私
立
坂
下
講
学
堂
」

は
、
男
女
を
問
わ
ず
門
戸
を
開
き
、
卒
業
し
て

准
教
員
検
定
試
験
に
合
格
す
れ
ば
、
小
学
校
の

先
生
に
な
れ
る
学
校
で
あ
っ
た
。
大
正
四
年

（
一
九
一
五
）
に
閉
校
す
る
が
、
そ
の
間
七
百

余
名
の
卒
業
生
を
送
り
出
す
。
ま
た
、
同
じ
明

治
三
十
六
年
に
茂
原
が
創
立
し
た
「
私
立
坂
下

幼
稚
園
」
に
は
、
保
育
に
三
人
の
女
性
が
採
用

さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
県
下
で
も
早
い
時
期
の

開
園
で
あ
っ
た
。
教
師
免
状
を
持
つ
茂
原
は
三

年
間
程
、
福
島
民
友
新
聞
社
の
記
者
を
勤
め
た

こ
と
が
あ
り
、
時
勢
に
明
る
か
っ
た
に
違
い
な

い
。
そ
れ
故
、
町
内
の
有
識
者
に
適
切
な
助
言

が
で
き
、
当
町
初
の
女
子
補
修
学
校
設
立
に
も

貢
献
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

国
を
挙
げ
て
の
女
子
教
育
へ
の
取
組
み
は
識

字
率
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
ア
ジ
ア
で
初
め
て

産
業
革
命
を
経
験
さ
せ
た
始
ま
り
と
も
言
え
る

だ
ろ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

町
史
編
さ
ん
室　

☎
83
‐
2
2
3
4

板谷波山・まる夫妻

大正15年　私立坂下幼稚園 大正元年　私立坂下講学堂卒業生
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食育だより

3 月 4 日　 3年生授業参観より

12

ばんげの味が育てる
おいしい楽しい健やかライフ

その40

～平成24年度　広瀬小学校のとりくみ（ＰＴＡより）～

平成24年度　広瀬小学校ＰＴＡでは、食育推進地域の「体験活
動を通して学ぶ取り組み」の活動として、1学年行事において「親
子でおやつ作りにチャレンジ」に取り組みました。材料は子ども
たちが生活科で育てたサツマイモです。子どもたちが授業で苗を
植え、ワラ寄せや草むしり、肥料をまき、収穫したサツマイモで
す。このおやつ作りでは、親は手を出しません。子どもたちがす
べての作業をします。包丁で切る、皮をむく、つぶして混ぜる、
そしておいしいサツマイモの「ケーキと茶きんしぼり」が出来上
がりました。この取り組みでは、子どもたちに料理を体験させる
ことで「食べることに関心を持つ」、「家庭でも親子で料理作りが
できる」というねらいがあります。

このほか、広瀬小学校
では学校給食センター二
瓶栄養教諭による「バラ
ンスの良い朝食の取り方」についての授業参観などを通して、
児童と保護者それぞれが「食事の栄養、効果」に関する共通理
解を深めることができました。

☆★☆★4月１９日（食イクの日）手作りおやつ☆★☆★

＜材料（4人分）＞
そば粉.................... 1/2カップ
小麦粉.................... 1/2カップ
さつまいも....................400ｇ
砂糖.................................. 80ｇ
塩............................小さじ1/2
バター........................小さじ１
揚げ油・粉砂糖................適量

＜作り方＞
①　さつまいもは厚めに皮をむき輪切りにし30分くらいあく抜きを
する。
②　①を柔らかく茹で、熱いうちに裏ごしをする。
③　②の中に砂糖、塩、そば粉、小麦粉、バターを加え、手でよく混
ぜ、直径２㎝位のだんご状にしっかり丸める。（まとまらない時に
は牛乳を少量加える。）
④　揚げ油（170℃くらい）でからりと揚げる。
⑤　揚がったら熱いうちに粉砂糖を絡める。



図書室だより

中央公民館図書室　TEL 83-3010（定休日 : 第２火曜日）

厳しかった冬もようやく終わりを告げ、やわらかな春の日差しが感じられるようになりました。入
園・入学や桜の開花など、 4月は新しい喜びにあふれる季節ですね。
図書室にも、新しい本がたくさん入っています！今月はその中から 4冊をご紹介します。 

一般
向け ふるさと文学さんぽ 福島 一般

向け
清らにたかく：ハンサム・ガール；2
：維新の新島八重 

澤正宏/監修
大和書房（2012年7月出版）

松尾しより/著
双葉社　（2013年1月出版）

分類番号
L918.6

ジャンル
郷土の文学集

分類番号
LC

ジャンル
郷土のコミック

目に見える景色は移り変わっても、ふるさとの風
景は記憶の中に残ります。文豪から現代作家まで、
都道府県ごとにゆかりの文学作品を集めたアンソロ
ジー集。福島県編は、高村光太郎『あどけない話』、
井上靖『小磐梯』、椎名誠『会津街道血ケムリ宿』
など21編を収録。文学作品に描かれた「ふくしま」
をさんぽしませんか。

月刊誌『JOURすてきな主婦たち』の連載をまと
めたコミックの第2巻では、会津戦争後の八重の姿
を描きます。愛する会津を守るため戦い敗れ、心身
ともに傷ついた八重は、兄･覚馬のいる京都で暮ら
し始めます。そこで出会ったのが、日本初のキリス
ト教精神に基づいた私立大学設立を目指す、運命の
人・新島襄でした…。

子ども
向け ほわほわさくら 子ども

向け
すみれちゃんは一年生
（すみれちゃんクロニクル；2）

ひがしなおこ/さく　
きうちたつろう/え
くもん出版 （2010年2月出版）

石井睦美/作
黒井健/絵
岩崎書店 （2012年11月出版）

分類番号
EB

ジャンル
赤ちゃん・幼児
向け絵本

分類番号
K913A

ジャンル
日本のお話

（低学年向け）
春のことを目をとじて考えてみましょう。空気が

ほんわりあたたかくなって、芽が出て、花が咲いて
…。想像すると、うれしくなります。春の主役は、
なんといっても桜。桜の花びらが、ほわほわ、ふわ
ん、ふるるる、ほろろん…。やわらかなリズムも春
らしい絵本です。

おしゃれでおしゃまなすみれちゃんは、一年生に
なりました。もちろん、ランドセルはすみれ色。幼
稚園からのなかよし三人組、あやかちゃんとまりち
ゃんともいっしょです。大きなおねえさんになっ
て、うれしくてしかたがないすみれちゃんですが、
ひとつ悩みの種があって…。

中央公民館図書室では、貸出用の手提げ袋をご用意しております。
お気軽にご活用ください。
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